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◆ 共通確認項目 ◆ 
●各様式-2,3,4 間 記載内容 数値等統一 図  整合       確認  下    

●記述内容 明   間違       誤字 脱字    確認  下    

● 添付写真  添付図面  添付    表       画像 文字 数字 鮮明   
読     確認  下    

●使用   英字 数字     大文字 小文字 使用 統一  下    

●句点 句読点 付 忘         下    

●文章 簡潔 分  易 記載  下    
（長文 場合  箇条書  分  易    ） 

●使用語句    統一 図  下    
例）安全監視員 安全巡視員 警備員    

●語句 使用 適正   検討   記載  下    
例）利用   使用   活用  等 使 分     
例）自社価格 見積価格 自社歩掛 使 分     
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◆  様式-2      ◆ 
● 様式-2   新技術登録申請 根幹   様式  NETIS 上 公表      
 
● 様式-2  記載内容  申請技術 概要 適用範囲 従来技術  比較 施工方法 

施工実績 実験等実施状況等    
特  従来技術  比較   活用効果調査表 評価 6 項目(5 貢表 1  記載)  
優    点 劣    点 念頭    従来技術 比較 優     劣   等 
違   根拠 元 記載  下    
 

●記載内容  閲覧者 本技術 利用   否  判断 利用     数値 算出方法
 出典 明     閲覧者 自身 現場 利用  際           判断   
記載内容   下    
 

●使用用途 複数  技術 場合 用途   申請（従来技術 個別 設定  複数申
請） 行    一  用途 選定 申請（他 用途 申請書内 記載）    判断
  必要      （判断    場合 事前 相談  下   ） 
 

●記載項目 多         様式-2  作成    難  場合    様式-4  作成
  続   様式-3   様式-2  作成  方法       
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技術名称 
名称 他 各様式（様式－1.3.4）間 統一 図 同名     
同名    NETIS 上 無  要確認    ※商標登録          申請  名称 基本的 変更 出来    
NETIS  検索  際 考慮 入  記号     等 出来 限 入      長 名称 推奨     

NG 新／New／会社名／型番／紛    名(既 認知度 高 名称 似 等)  
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副  題 
技術名称    不明 部分 補完  申請技術内容全体 申請技術 用途 簡潔 把握          

2 

技術開発年 
西暦 記載    
記入年月日  未来           施工実績 実験等実施状況 日付 整合性 確認      

3 

記入年月日 
申請書類作成日 記載   右端                該当 日付 選択    

4 

情報提供 範囲 
特 問題      一般 （一般公開） 選択    

5 

分 類 
分類 申請技術 活用   工種 選択  記載    
分類 1    技術 主要 活用工種(従来技術 積算基準書 掲載     場合   該当工種)     設備 試験 関  
技術       該当  工種 記載  下    
分類 2 以降  活用 多  思   工種順 記載       （既登録技術 参考   下   ） 
様式-3  最上部及 分類欄 記載  分類  分類 1      

6 

区 分 
 工法   材料   機械   製品          選択    

7 

     （固定） 
申請技術 性能   該当     8   固定       最大 3    選択可能  
※但  様式－2.3.4  裏付       確認      

8 

     （自由記入） 
NETIS  全文検索      考慮  様式 2 内 使用      単語 設定  下    
最大 3    記載可能  ※但  様式－2.3.4  裏付       確認      

9 

キーワード（固定・自由記入）は NETIS 検索でヒットしやすいように設定するものです。NETIS は

全文検索なので、様式内で使用されている単語は全て検索対象です。 

 従って、様式内で使用されていない単語をキーワードとして下さい。 

10 開発目標 
  他(自由記入) 含  最大 3    選択可能 該当     無 場合   他 選択 （   ） 自由記入    
※但  様式－2.3.4  裏付       確認      

開発体制 
複数 会社 共同開発 場合 申請者 開発者 異  場合  技術使用 関  同意書 許可証   別途添付 必要    
※NETIS 登録同意書 特許技術使用同意書(写 ) 添付資料   提出      

11 

12 開発会社 
開発 携   会社名 団体名 全 記載  

問合 先（技術） 
申請技術 技術内容 関   問合 先会社等名 記載  

13 

14 問合 先（営業） 
申請技術 営業内容 関   問合 先会社等名 記載  

問合 先（  他） 
上記以外  問合  対応   会社（支店 営業所等 可）等名 記載  

15 

最大 3    選択可能    

最大 3    選択可能    

申請技術 開発 携   関係会社全  記載願     

申請技術 内容 関   問合 先   記載  下    

他 各様式（様式 1.3.4）間 統一 図 同名   下    
申請技術内容全体 用途 明確 簡潔 記載  下    

様式内 使用      単語 記載 推奨    最大 3    記載可能    

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 
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技術概要 
（アブストラクト）

概要

概要写真
登録済み写真名：

概要写真タイトル

概要表 0 0

概要表タイトル

  新規性及び
期待される効果

効果写真
登録済み写真名：

効果写真タイトル

効果表 0 0

効果表タイトル

名称・分類 概要 従来技術との比較 施工実績等 震災NETIS 維持管理NETIS

検索結果に表示する技術の概要です。全角127文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

NETISに掲載する概要です。全角1000文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

①何について何をする技術なのか？

②従来はどのような技術で対応していたのか？

③公共工事のどこに適用できるのか？

この画像がサムネイルに設定されます。

参照...
※画像サイズは2MBまでのものとしてください。

全角1000文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）

参照...
※画像サイズは2MBまでのものとしてください。

見出し 列数 行数

見出し 列数 行数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

概要(       ) 
概要① 記載  内容 整合 図 簡潔 記載   （全角 127 文字以内 半角     入力不可 ） 

16 

・概要（アブストラクト）は、NETIS 検索時、検索結果一覧で最初に表示される文章です。 

アブストラクトの内容に興味がわくと、より閲覧者の技術使用に繋がると考えます。 

 文字数に限りはありますが、簡潔で分かりやすい表現で申請技術の内容をＰＲしてください。 

効果写真 効果写真     
新規性及 期待   効果 記載  内容 分  易 写真 図表等 添付    
※画像    2MB     

21 

概要 
全角 1000 文字以内 半角     連続     入力不可 ①∼③ 項目名 変更 削除 追記         
※本内容 要約   上記  概要(       )     良   
①何    何   技術     

⇒技術内容 目的 的確 簡潔 記載   箇条書     良   
②従来      技術 対応        

⇒設定  従来技術 工法名称    技術内容    簡潔 記載    
③公共工事    適用       

⇒適用工事 簡潔 記載    
   震災 NETIS 維持管理 NETIS   登録 希望   場合    適用 記載  下    

※申請技術 専用付属製品   場合   ④  他 項目 追加  記載  下    
※概要   技術 詳細 分     場合   ④  他 項目 追加  記載  下    
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18 概要写真 概要写真     
NETIS 検索時 検索結果一覧 最初 表示   写真       
申請技術内容全体 分     写真     図等 必 添付      
※画像    2MB     

 

効果表 効果表     
新規性及 期待   効果 記載  内容 分  易 表現  表 添付    
見出 行 作成  場合  見出  列数行数 数字 選択 作成    

22 

19 概要表 概要表     
申請技術内容 分  易 表 添付    
申請技術 種類       場合      製品規格表 記載    
見出 行  見出  列数行数 数字 選択 色付     

新規性及 期待   効果 
全角 1000 文字以内 半角     連続     入力不可 ①∼② 項目名 変更 削除 追記         
①   新規性      （従来技術 比較  何 改善     ） 

⇒申請技術 新規性 簡潔 記載   長文   場合  箇条書    下    
②期待   効果  （新技術活用       ） 

⇒①   新規性       対応      整理  記載   長文   場合  箇条書    下    
期待   効果 大  順番 記載    

20 

概要① 記載  内容 整合 図 簡潔 記載  下    

技術内容 目的 的確 簡潔 記載  下   箇条書     良     

      添付  画像 選択 添付  下    

      添付  画像 選択 添付  下    

新規性 簡潔 記載  下   箇条書     良     

①   新規性       対応      整理  記載  下    
箇条書     良     

16 

21 

22 

19 

17 

18 

20 

④  他  ①∼③ 記載  技術 補足説明 必要 場合 ④ 追加  記載  下    
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適用条件

適用範囲

留意事項

全角1000文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

全角1000文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

①適用可能な範囲

②特に効果の高い適用範囲

③適用できない範囲

④適用にあたり、関連する基準およびその引用元

①自然条件

②現場条件

③技術提供可能地域

④関係法令等

全角1000文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

①設計時

②施工時

③維持管理等

④その他

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

適用条件 
①自然条件 

 例 気温 湿度 天候 日照 地形 地質等  ⇒      特      記載  空白      
②現場条件 

 例      寸法 場所等  ⇒      特      記載  空白      
③技術提供可能地域 

申請技術 提供  地域 限定   場合       限定地域 理由 簡潔 記載    
⇒      技術提供地域     制限     

④関係法令等 
申請技術 適用        特別 考慮  必要   法令    記載    
⇒      特      記載  空白      

23 

適用範囲 
①適用可能 範囲 

 例 施工場所 施工量 規格 施工規模 施工地域等  
②特 効果 高 適用範囲 

 新規性及 期待   効果  整合 図  効果的 適用   範囲 記載    
 例 狭 場所  工事 大規模工事 危険 場所  工事等  

③適用    範囲 
申請技術 適用    範囲 理由等    記載   ⇒      特      記載  空白      
 例 夜間 暗所 氷点下〇度以下 地域等  

④適用     関係  基準及   引用元 
申請技術 適用        特別 考慮  必要   基準等    記載        
⇒      特      記載  空白      
 例 ○○工法協会基準等   技術 特化  基準等  

24 

留意事項 
①設計時 

調査 測量 試験 設計時     必要 留意 考慮   事項    記載   箇条書      
⇒      特      記載  空白      

②施工時 
施工時     必要 留意 考慮   事項    記載   管理項目     記載   箇条書      
⇒      特      記載  空白      

③維持管理等 
維持管理 関  必要 留意 考慮   事項    記載   箇条書      
⇒      特      記載  空白      
 例 定期点検 消耗品等  

④  他 
補足事項    記載   箇条書     ⇒      特      記載  空白      
1） 材料 機械 製品  場合  提供        施工 設計 提供     施工方法 講習会等     等  

記載      
   製造状況 商品在庫状況 納期 目安     記載      

2） 工法       場合  本申請技術 施工 設計 提供       施工方法 講習会等     等  
記載      

※ 取扱説明書       記載      取扱説明書 等  主要 留意事項 選定  記載      

25 

地域限定       技術提供地域     制限     記載  下    

 取扱説明書       記載      取扱説明書 等  主要 留意事項 選定  記載      

施工完了後必要 維持管理等   記載  下    

新規性及 期待   効果 整合 図  効果的 適用   範囲 記載  下    

23 

24 

25 

23 24 25 共通事項    
全角 1000 文字以内 半角     連続     入力不可  
①∼④ 項目名 変更 削除 追記         
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＊表1）活用効果調査表の評価６項目

品質・
出来形

優れていた点 劣っていた点
□品質が向上／低下したため
□出来形・精度が向上／低下したため
□耐久性が向上する構造／劣る構造になったため
□品質・出来形の管理項目が減少／増加したため
□品質・出来形の管理頻度が減少／増加したため

施工性 優れていた点 劣っていた点
□現場での施工が減少／増加したため
□仮設工が減少／増加したため
□作業員の作業が容易になった／手間が増えたため
□熟練度に依存した作業が減少／増加したため
□施工の機械化が向上／低下したため
□施工時の制約条件が減少・増加したため

工 程 優れていた点 劣っていた点

□施工日数
□工程計画が組みやすかったため／組みづらかったため
□予定工程どおりに進捗したため／進捗しなかったため
□施工性が向上／劣るため
□仮設が減少／増加したため
□維持管理費にかかる日数の減少／増加が見込まれるため

環 境 優れていた点 劣っていた点
□周囲環境への影響（大気・土壌・水質汚染）が減少／増加したため
□騒音・振動・粉塵作業環境が改善／悪化したため
□周辺の自然・生態環境・景観との調和が向上／低下したため
□産業廃棄物の発生量が減少／増加したため（リサイクル性が向上／低下したため）
□省エネルギー・省資源化が向上／低下したため

安全性 優れていた点 劣っていた点
□墜落・転落事故の危険性が減少／増加したため
□重機災害の危険性が減少／増加したため
□飛来・落下物災害の危険性が減少／増加したため
□作業環境（暗がり・騒音・狭所作業等）が向上／悪化したため
□危険物の取扱が減少／増加したため

経済性 優れていた点 劣っていた点

□機械経費・製品単価・補助材料費が減少／増加したため
□作業人員が減少／増加したため
□仮設費が減少／増加したため
□施工日数
□施工量が想定数量より多かったため／少なかったため
□維持管理費の減少／増加が見込まれるため

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

従来技術名 
土木工事標準積算基準書等 掲載     技術 
公共工事等 標準的 一般的 使用     技術 従来技術       
※上記 概要②従来 …    他 様式－3.4 間 同一技術        

26 

活用 効果 
各項目     従来技術 比較   向上  同程度  低下   根拠 元 選択  下    
※     新技術 現場 活用   時   後  活用効果調査表 評価 6 項目     評価        
＊表１）活用効果調査表 評価６項目 優    点 劣    点     参考         
上記 新規性及 期待   効果 及 下記 様式－3  記載内容 整合 図  選択  下    

27 

比較      
従来技術 比較       根拠  記載  下    
※     新技術 現場 活用   時   後  活用効果調査表 評価 6 項目     評価        
＊表１）活用効果調査表 評価６項目 優    点 劣    点     参考         
上記 新規性及 期待   効果 及  様式－3  記載内容 整合 図  記載  下    

28 

活用 効果 根拠 
基準   数量      下記 施工単価     想定   数量 単位 記載      
工程       新技術 内訳  従来技術 内訳  工程比較表 内容 精査  記載      
※添付資料    数量算定根拠(構造図 数量計算書) 積算内訳書      積算 場合 入力条件 確認   資料 工程

比較表 提出      

29 

新技術 内訳 
全  申請技術     閲覧者 簡易 積算     記載      

 施工時必要 考    項目 全 記載      
  材料   労務費   機械損料  一式    全 個別 計上      
 仕様 欄   材料 機械 種類等 記載      
 摘要 欄   歩掛 単価 引用元 記載     （下記 例  参照 記載     ） 
 例 自社歩掛 協会歩掛 見積歩掛 令和〇年度土木工事標準積算基準書 

自社価格 協会価格 見積価格 建設物価〇年〇月 令和〇年度公共工事設計労務単価 令和〇年度設計業務等技術者単価 
  製品 機械  内訳     使用現場 想定  損料 考慮  上   販売            良  判断  記載      
  小型機械（発電機 高圧洗浄機等）      製品     機械    内訳       
  特許料  発生  場合  必 内訳 計上      
※計上 難   仮設費  産業廃棄物運搬 処分費 等      下記 施工単価̲積算条件  別途記載      

30 

従来技術 内訳 
  工法  内訳     標準歩掛 基本   施工時必要 考    項目 全 記載      
  材料   労務費   機械損料  一式    全 個別 計上      
 仕様 欄   材料 機械 種類等 記載       
 摘要 欄   歩掛 単価 引用元 記載     （下記 例  参照 記載     ） 
 例 自社歩掛 協会歩掛 見積歩掛 令和〇年度土木工事標準積算基準書 

自社価格 協会価格 見積価格 建設物価〇年〇月 令和〇年度公共工事設計労務単価 令和〇年度設計業務等技術者単価 
  製品 機械  内訳     使用現場 想定  販売            良  判断  記載      
  小型機械（発電機 高圧洗浄機等）      製品     機械    内訳       
※計上 難   仮設費  産業廃棄物運搬 処分費 等       下記 施工単価̲積算条件  別途記載      

31 

・申請技術と従来技術との比較です。（閲覧者が最も興味のある「経済性」の比較です。） 

 前述の「新規性及び期待される効果」や「様式-3･4」と整合を図ってください！ 

 なお、「経済性」「工程」については、具体的数値を示しますので、閲覧者が分かり易いように 

 算出方法や出典を明記してください。 

他 様式－3.4 間 整合 図 記載  下    
経済性 工程       新規性及 期待   効果 及  様式－3  整合 図 記載  下    

※赤点線枠内         下記  活用 効果 根拠   
表示   入力 出来          

※ 新技術 内訳追加  従来技術 内訳追加  上             
下記 表 表示   入力 出来          
 

26 27 

28 

29 

30 

31 

仕様 欄   材料 機械 種類等 記載      

摘要 欄   歩掛 単価 引用元 記載      
 例 自社歩掛 協会歩掛 見積歩掛  
令和〇年度土木工事標準積算基準書 
自社価格 協会価格 見積価格 
建設物価〇年〇月 令和〇年度公共工事設計労務単価 
令和〇年設計業務等技術者単価 
 

 

※従来技術設定に悩まれる場合は、事前に相談してください。 

（従来技術が変わると手戻りになります。） 

27 28 参考 ※画面  表示    項目   参考         
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33 施工単価 
全角 1000 文字以内 半角     連続     入力不可  
上記  活用 効果̲経済性 工程  算出条件等 記載    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

標準的 現場 想定  単位数量 算出      
経済性 算出時 必要 積算条件 数量 単価 根拠    記載      
別途見積 必要 事項 記載      
一式計上 行   添付  積算資料    根拠 必 明記      
標準歩掛 存在      独自歩掛   積算資料 添付可能  
※自社価格（自社 見積   価格） 自社歩掛（自社 策定  歩掛） 見積価格（外部他社 見積   価格）等  
類似  語句 使用      適正 語句 検討 記載  下    

（記載例） 
□積算条件…新技術 従来技術 共通  条件 記載    

 施工規模 延長Ｌ＝XXm 高 Xm  擁壁 
 資材単価 建設物価 令和 2 年Ｘ月 
 労務単価 令和○年度公共工事設計労務単価 ○○県  令和○年度設計業務等技術者単価 
 消費税 含   

□新技術 
 施工規模 新技術 技術名称 規格 数量 記載     
 現場条件 産業廃棄物 発生     
 積算条件 自社歩掛 

□従来技術 
 施工規模 従来技術 技術名称 規格 数量 記載    
 現場条件 産業廃棄物    運搬 20ｋｍ 
 積算条件 令和○年度国土交通省土木工事標準積算基準書 
 

費用内訳表 費用内訳表     
新技術 関  内訳書 詳細 記載    
見出 行  見出  列数行数 数字 選択 色付     

34 

          
申請技術 内容 踏          選択    
    Ｄ型  場合  1,3,5,10 年 申請技術 従来技術 価格 比較表 必要              内容  
確認      

 
A/A(Ｉ)型 損益分岐点型 

    設置   初期投資 費用      施工量 増   単位    単価 安        
※当初 申請技術 高  将来従来技術 高   逆転   最終的 従来技術 高     

A(Ⅱ)型 損益分岐点型 
    設置   初期投資 費用      施工量 増   単位    単価 安        
※当初 従来技術 高  将来申請技術 高   逆転   最終的 申請技術 高     

 
B/B(+)型 平行型 

導入 時点  単価差    施工量         差 変化        
※当初  従来技術 高 将来 差 詰      

Ｂ(-)型 平行型 
導入 時点  単価差    施工量         差 変化        
※当初  申請技術 高 将来 差 詰      

 
C/C(+)型 発散型 

導入時 単価差 有無 関    施工量 比例  単価差 増      
※当初  申請技術 高 将来  差 広    

C(-)型 発散型 
導入時 単価差 有無 関    施工量 比例  単価差 増      
※当初  従来技術 高 将来  差 広    

 
D/D(Ｉ)型  

基本的  Ａ    同様    初期投資    経年  関係            特性 表      
※従来技術 一定 高 将来申請技術 追 越    

D(Ⅱ)型  
基本的  Ａ    同様    初期投資    経年  関係            特性 表      
※申請技術 一定 高 将来従来技術 追 越   

32 

32 

33 

（記載例） 
□積算条件   新技術 従来技術 共通  条件 記載    

 施工規模 延長Ｌ＝XXm 高 Xm  擁壁 
 資材単価 建設物価 令和 2 年Ｘ月 
 労務単価 令和○年度公共工事設計労務単価 ○○県   

令和○年度設計業務等技術者単価 
 消費税 含   
 

 
□新技術                         

 施工規模 新技術 技術名称 規格 数量 記載    
 現場条件 産業廃棄物 発生     
 積算条件 自社歩掛 

□従来技術 
 施工規模 従来技術 技術名称 規格 数量 記載    
 現場条件 産業廃棄物    運搬 20ｋｍ 
 積算条件 国土交通省土木工事標準積算基準書 

34 

品質 安全性 施工性 周辺環境  影響 
      新規性及 期待   効果 及 
 様式－3  整合 図 記載  下    

従来技術 
新 技 術  

6



施工方法

施工方法写真
登録済み写真名：

施工方法写真
  タイトル

施工方法表 0 0

施工方法表
 タイトル

今後の課題と
その対応計画

全角1000文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

参照...

※画像サイズは2MBまでのものとしてください。

見出し 列数 行数

①今後の課題

②対応計画

全角1000文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施工方法 
全角 1000 文字以内 半角     連続     入力不可  
申請技術 使用  時 手順 番号 付  箇条書  項目    施工内容 使用資機材 簡潔 記載    
※従来技術 施工    並  記述        工程根拠  参考          記述   良   
※ 製品 機械      取扱説明書        記述     設置方法 使用方法等  記載      

35 

施工方法写真 施工方法写真     
上記 施工方法  施工手順        図    写真等 添付    
※上記 施工方法  施工手順     図    写真 手順 同      
① ② ③…   簡単 対比    良   
※画像    2MB     

36 

施工方法表 施工方法表写真     
施工方法 記載  内容 分  易 表 添付    
見出 行 作成  場合  見出  列数行数 数字 選択 作成    

37 

今後 課題   対応計画 
全角 1000 文字以内 半角     連続     入力不可 ① ② 項目名 変更 削除 追記         
①今後 課題  申請技術 残   今後課題 記載    ⇒      特      記載  空白      
②対応計画   残   今後課題 対  対応計画 記載    ⇒      特      記載  空白      

38 

      添付  画像 選択 添付  下    

施工項目 番号 付 箇条書    施工内容 使用資機材 簡潔 記載  下    

35 

36 

37 

38 

A

C

B

D

A

C

B

D
写真 図 複数枚添付  場合  画像編集   等  
1   画像 結合  添付     可能       

7



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実績件数（国土交通省   国土交通省以外） 
下記 実績  整合 図  施工実績件数 記載    
※本工事 終了         実績   件数 含    下  。 

 

39 

実績 
正確 工事名称 発注者（種別及 事務所名等） CORINS 登録番号 全体施工期間 記載    
CORINS 登録番号 必 記載     （         分    場合 空白  良  ） 
上記実績件数 整合 図     
※本工事 終了         実績       掲載    下    
※添付資料    施工実績一覧 提出      

40 

41 特許 実用新案 
申請技術 関  特許 実用新案   場合（出願中 含 ）分  範囲 全 記載  下    
特許 場合 特許番号 続   実用新案 場合 備考欄       特許取得内容  特許出願内容  簡潔 記載      
※申請者 特許取得者 異  場合   特許使用同意書  添付資料   提出      

42 第三者評価 表彰等 
■建設技術審査証明 

建設技術審査証明   建設技術審査証明協議会会員等 国土交通省所管    16  公益法人   技術審査   証明
 示   但  過去 建設技術証明 取得  技術      有効期間 過        当該 証明 有効        

■建設技術評価 
建設技術評価   昭和 53 年建設省告示第 976 号 基    国土交通省(旧建設省) 開発 課題 提示     対 
 民間 開発  技術 建設技術評価委員会 結果 受   国土交通大臣 評価 与  技術 示   

■  他 制度等   証明 
  他 制度等    証明   技術     制度名称 番号 証明年月日 証明機関名称 証明範囲等 記載    

■第三者評価 表彰等＜追加＞欄 
民間開発技術審査 証明事業    評価 証明   技術     証明項目 試験 調査内容 結果 記載    
※添付資料   提出        

※本工事 終了          
実績        

特許 場合 特許番号 続    
実用新案 場合 備考欄   
     特許取得内容  
 特許出願内容  簡潔  
記載  下    

39 

40 

41 

42 

※本工事 終了          
実績        

39 

40 

※ 実績追加  上             
右記 表 表示   入力 出来    
       

※ 実績追加  上             
右記 表 表示   入力 出来    
       

※ 項目追加  上             
右記 表 表示   入力 出来    
       

 入力  ▽            
 表示   入力 出来     
     

 入力  ▽            
 表示   入力 出来     
     

8



実験等実施状況

実験等実施状況
     写真 登録済み写真名：

実験等実施状況
 写真タイトル

実験等実施状況表 0 0

実験等実施状況表
    タイトル

添付資料

参考文献

その他

その他写真1

登録済み写真名：

その他写真1
  タイトル

その他写真2

登録済み写真名：

その他写真2
  タイトル

その他写真3

登録済み写真名：

その他写真3
  タイトル

全角1000文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

参照...
※画像サイズは2MBまでのものとしてください。

全角1000文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

見出し 列数 行数

全角1000文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

※写真や図などは、GIFあるいはJPEG形式の画像ファイルにしてください。
※画像の横幅は最大でも横600ピクセルにおさまるようにしてください。

※画像サイズは2MBまでのものとしてください。
参照...

※画像サイズは2MBまでのものとしてください。
参照...

※画像サイズは2MBまでのものとしてください。
参照...

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

実験等実施状況 
全角 1000 文字以内 半角     連続     入力不可  
（統一記載例） 

1.試験実施日（年月日 時間等） 
2.試験場所（実験  場所） 別 公的機関   必要    自社実験 十分     
3.目的 何         収集     実験   
4.試験方法 何               取     
5.結果 実測値（確認  数値） 記述  
6.考察 基準値 記載  結果○○            

 
※実験結果 数値  様式－3  記載 数値 整合 図     
※実験状況 分  写真及 結果内容 根拠       添付        
※ 基準値  記載 無 場合  基準値 引用   文献名 基準値  記載      

43 

実験等実施状況写真 実験等実施状況写真        
実験等実施状況 分  写真及 結果内容 根拠      等 添付    
※画像    2MB     

44 

実験等実施状況表 実験等実施状況表        
実験等実施状況内容 分  易 表 添付    
見出 行 作成  場合  見出  列数行数 数字 選択 作成    

45 

添付資料 
（公開    問題 無 資料） 
全角 1000 文字以内 半角     連続     入力不可  
様式－2.3.4  根拠   資料    記載    

 積算資料  工程比較資料  標準仕様書  実験実施結果報告書  
 NETIS 登録同意書  特許使用同意書  技術 照会       

技術詳細説明資料 様式-3  記載   7 添付資料名 番号(根拠   等)  内容 整合 図 記載      
公共工事設計労務単価 設計業務等技術者単価 労働安全衛生法 JIS 規格   公的文書  記載不要     
該当箇所  資料   提出  下    
※統一記載   添付資料―(ﾀﾞｯｼｭ全角)1(半角数字)．(ﾄﾞｯﾄ全角)積算資料  表記      
例）添付資料―1．積算資料 

46 

参考文献 
（公開    問題 無 資料） 
全角 1000 文字以内 半角     連続     入力不可  
新技術 関連  文献 学会等  発表文    

47 

  他（写真及     ） 
申請技術 内容 良 分  写真(原則   ) 添付    
添付可能 写真 図  GIF     JPEG 形式  画像 横幅 600dpi          
図版 場合 文字   読  写真 何       解 明瞭 画像       
※解像度 低  見    読    等          良   

48 

※統一記載例 
 添付資料―1．積算資料  記載        

43 

44 

45 

46 

47 

48 

9



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

     
固定       該当       選択    

49 

震災対応上 特徴 
全角 150 文字以内  
本申請技術 震災対応上 特徴 簡潔 記載    

50 

関連 URL 
申請技術 関連  URL  記載    
申請技術 HP   申請技術 震災時 復旧 復興     事例等 載    HP 等  

51 

活用工事 業務件数 
下記 実績  整合 図  災害対応関連工事 業務    活用実績件数 記載    
※本工事 終了         実績   件数 含    下    

52 

53 実績 
災害対応関連工事 業務    活用実績    記載    
工事開始日 工事終了日 災害名 正確 工事 業務名 発注者 記載    
災害名 関   該当  選択肢 無 場合   他 選択 右隣枠    他（   ）  災害名 記載      
上記実績件数 整合 図     
※本工事 終了         実績       記載    下    
※添付資料    施工実績一覧 添付      

 

49 

50 

51 

52 

53 

※震災 NETIS 項目 登録 希望  場合   
様式-2 概要③公共工事    適用            災害復旧等 活用      記載  下    

              入    
下記                
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54      
固定       該当       選択    

55 点検等上 特徴 
全角 150 文字以内  
本申請技術 行       点検等 特徴 簡潔 記載    

56 点検等対象 材質 
全角 150 文字以内  
本申請技術 行       点検等 対象   材質 簡潔 記載    

57 点検等 項目 
全角 150 文字以内  
本申請技術 行       点検等 項目 簡潔 記載    

58 新技術 活用   期待   効果 
全角 150 文字以内  
本申請技術 活用   期待   効果     簡潔 記載    

59 関連 URL 
申請技術 関連  URL  記載    
申請技術 HP   申請技術 点検活用時 事例等 載    HP 等  

60 公募 
   設定型（技術公募） 参加         選定     技術   場合   
  技術   （技術公募）名 記載    

61 活用工事 業務件数 
下記 実績  整合 図  点検関連工事 業務等    活用実績件数 記載    
※本工事 終了         実績   件数 含    下    

62 実績    
点検関連工事 業務等    活用実績    記載    
工事開始日 工事終了日 点検等名 正確 工事 業務名 発注者 写真 記載 添付    
上記実績件数 整合 図     
写真 添付 関   画像 横幅 600dpi          
※画像    2MB     
※本工事 終了         実績       記載    下    
※添付資料    施工実績一覧 添付      

 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

※維持管理 NETIS 項目 登録 希望  場合   
様式-2 概要③公共工事    適用            維持管理等 活用      記載  下    

              入    
下記                
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◆  様式-3     ◆ 

● 様式-3    技術詳細説明資料     表形式 大  ２  申請技術 現
行基準(値)  適合判定 及  申請技術 従来技術 比較  行       

●申請技術 求    基準 規格値 機能 性能等      必 項目立   
  記載  下      製品 機械 設備 寸法 重量 材質 塗装仕様 記載
  下    

● 様式-2  内容  1 枚 表 圧縮         簡潔 分     記載 
        

● 様式-3   NETIS 上 公表      

●書式  文章 数値 左上揃      適合   －   ◎    中央揃   
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■様式-2 

技術概要 
（アプストラクト）

概要

検索結果に表示する技術の概要です。全角127文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

NETISに掲載する概要です。全角1000文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

①何について何をする技術なのか？

②従来はどのような技術で対応していたのか？

③公共工事のどこに適用できるのか？

■様式-3 

■ 様式-3  記載方法① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 様式-2   区分  分類 1     記入        
  例） 製品 共通工-  工 

 様式-2   分類 1     記入        
  例）共通工-  工-  他 

 様式-2  整合 図        
 

製品 

共通工        工        他 

河川海岸       他 

 様式-2  整合 図        
 

従来技術 選定  理由 記載 
 記載例  

 従来  多 使用     技術    
 従来  一般的 使用     技術    
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■様式-2 

施工単価 全角1000文字以内。半角カタカナ及び連続するスペースは入力できません。

■様式-3 

活用の効果の根拠

基準とする数量 単位

工程：新技術 日 工程：従来技術 日

経済性・工程の変化は以下を入力すると計算されます。
数値は半角で入力してください。

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要 編集/削除

新技術の内訳追加

合計0円／[]あたり

合計0円／[]あたり
項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要 編集/削除

従来技術の内訳追加

■ 様式-3  記載方法② 
  

様式 2 
 施工単価  

□積算条件 
＋□従来技術 記載 

 様式-2   活用 効果 根拠      中項目 該当  小項目 経済性 積算基準
   数量 記載        

 様式-2     従来技術       申請技術       従来技術  比較＜結果＞ 
 記載        

 様式-2  数値 整合 図        

    結合     結合     結合      結合      結合  

 様式-2   施工単価     積算条件  
 積算方法   積算根拠資料 等 記載  
      

 様式-2  数値 整合 図        

様式 2 
 施工単価  
□積算条件 

＋□新技術 記載 
 

 申請技術    
 算定  積算基
準 記載 

 算定  資料 記載 
 記載例  
 添付資料 3. 

積算資料 

 従来技術      
算定  基準 記載 
 記載例  
 令和〇年度 

国土交通省積算基準 

（記載例） 
□積算条件   新技術 従来技術 共通  条件 記載    

 施工規模 延長Ｌ＝XXm 高 Xm  擁壁 
 資材単価 建設物価 令和 2 年Ｘ月 
 労務単価 令和○年度公共工事設計労務単価 ○○県   

令和○年度設計業務等技術者単価 
 消費税 含   
 

 
□新技術                         

 施工規模 新技術 技術名称 規格 数量 記載    
 現場条件 産業廃棄物 発生     
 積算条件 自社歩掛 

□従来技術 
 施工規模 従来技術 技術名称 規格 数量 記載    
 現場条件 産業廃棄物    運搬 20ｋｍ 
 積算条件 国土交通省土木工事標準積算基準書 
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■様式-3 

■ 様式-3  記載方法③ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 施工性  
 施工    工程 適用条件 難易度    

 合 理 化 工程       機械 導入   合理化 程度  
 現場条件 当該技術 適用可能 現場条件(自然条件以外)  
 適用範囲 当該技術 適用可能 適用範囲(制約条件)  
 自然条件 該技術 適用可能 自然条件(地形 地質 気象  )  
 施工管理 当該技術 施工    管理項目 管理頻度    
 難 易 度 当該技術 施工      難   程度 専門技術者 技能者 必要性 資格 必要性    

 

■小項目 評価 考 方 
□中項目 関     自由 設定可能  
□中項目 該当          ―  
□申請技術 特徴的     全 網羅      
□申請技術 従来技術 比較  当然      項目 全 記載      
□技術 求    基準 規格値 機能 性能      必 記載      
□製品 機械 設備 寸法 重量 材質 塗装仕様 記載      
□必要 応  欄 増   項目 追加 可能  
 
□NETIS  類似 技術    参照   良   

・NETIS システムでは、類似技術の「様式-3」も閲覧可能です。 

・登録済みの類似技術の『小項目立て』や『記載方法』等を参考に

すると、「様式-3」の作成が容易になるかもしれません。 

 大項目 中項目  変更 削除    下    
 大項目 評価 考 方 以下      
 
■大項目 中項目 評価 考 方 
 安全性  
 技術    得   成果(            )   適用       安全性  
(労働安全 運搬機材 安全性  労働安全衛生法上 安全性 含    ) 

 構造 技術    得   成果 構造      安全性 
（当該技術 構造 従来技術 比較  安全性 向上    場合） 
 施工段階 施工中 現場内   周辺  安全性  
（当該技術 施工方法 使用材料 施工時 安全性向上 繋     場合） 

 耐久性  
 技術    得   成果 継続的  長期的 保持   性能  

 物性 材質等物理的特性値 化学的特性値 保持   期間  
 形状 技術 形状寸法 重量 保持   期間  
 能力 能力 示 特性値 保持   期間  

 品質 出来形  
 品物        使用目的 満          決定     評価 対象  
  固有 性質   性能 全体 当該技術 正確  寸法 形   出来上    

 材  料 技術 用  材料 具備  強度 密度 質量   特性値  
 施  工 技術 適用          必要 管理基準 規格値    
 完成物 技術    得   成果 正確  外    場合 寸法 形 大   見栄     

 環境  
 技術    得   成果  社会 作業員 与  影響  

 社会環境 当該技術 適用時 発生  交通規制 景観等地域 社会  影響  
 作業員環境 当該技術 適用時 発生  現場内(作業環境)  影響  
 例 騒音 振動 粉   大気 水質 土壌汚染 産業廃棄物 CO2 削減 省   省資源 等 

   他  
  安全性  耐久性  品質 出来形  施工性  環境  6 項目以外 特筆   項目     中小項目 項
目立  行     他    記載    

 
※6 項目 該当  項目 各項目 記載  該当   項目    他    記載  下    
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■様式-3  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 様式-3  記載方法④ 安全性 耐久性等 6 項目 対      具体的 数値 記載 表 作成 
    記載  項目 8 項目      以下 参考記載手順 示   
           ①現行基準値等 

（申請技術 必須法規 基準値 自社基準値等） 
           ⑧基準値等 引用   

（ ①現行基準値等  引用  文書名） 
           ③申請技術    実証   確認  数値等 

（申請技術 実証     機能 性能） 
           ⑤申請技術 数値採取条件 

⑥実証方法 機関  ⑦添付資料 番号 
（ ③申請技術       採取条件 方法 機関 根拠） 

           ②現行基準  比較＜結果＞ 
（ ①現行基準値等   ③申請技術       比較結果） 

           ④従来技術  比較＜結果＞ 
（従来技術   機能 性能  比較結果） 

   上記手順      参考手順      順通  記載     問題     
 

参考手順２ 

参考手順 1 

参考手順３ 

参考手順４ 

参考手順５ 

参考手順６ 

①現行基準値等 
□申請技術  必 守         法規 基準書  
自社基準      基準値 記載  
□記載  場合 基準値 引用    ⑧欄  記載  
□項目 該当  基準   場合  － （中央揃 ）  
□⑧ 記載   場合 記載不可 －   

参考手順１ 

③申請技術    実証   確認  数値等 
□小項目 記載    必 記載     
□申請技術 実証出来   機能 性能 記載  
□定量的 表現     (数値 記載出来    数値 )  
□付加機能 有無      ○○ 機能      記載  
※記載  数値 様式 2 様式 4  整合 取        

参考手順 3 

⑧基準値等 引用   
□①欄  －      － （中央揃 ）  
□①欄 基準値 引用   文書名 記載  
□  基準 掲載     箇所  具体的 記述  

 記載例  
 ○○基準○編○章○ 
 △△法○条○項 
 JIS○○○○ 
 自社基準 

参考手順 2 

 記入例  

④従来技術  比較＜結果＞ 
□従来技術   機能 性能  比較結果 記入  
□従来技術  該当  項目   比較出来  合  － （中央揃 ） 
□   結果 基  様式２ 様式４ 反映（記載）    

改行 Alt+Enter    出来     短縮  増加  低下  同等 等 評価 上段(1 行目) 
評価内容 下段(2 行目)  記載  

 向上
従来技術 精度 〇〇mm   

向上
従来は〇〇の機能がないため

低下
従来は〇〇kgまでの耐久性がある

低下
従来は〇〇にも適用できる 同等

参考手順 6 

⑥実証方法 機関 
□③欄 数値 取得  方法  
機関 記載  
 記載例  

   自社試験  
   ○○試験所確認  

⑤申請技術 数値採取条件 
□③欄 数値 採取  時 申請技術  
条件 記載  
□具体的 条件   場合  具体的  
数値 文書 記載  
 一般的 条件 場合 例  

   施工実績     
   申請技術仕様     
   ○○試験 基準     

⑦添付資料 番号（根拠   等） 
□③欄 根拠           
資料名 記載  
 記載例  
 添付資料―1．○○技術仕様書 
 添付資料―2．○○試験    

□添付資料     複数 場合   
頁数 記載 

②現行基準  比較＜結果＞ 
□③欄     ①欄 比較  結果 記載  

 記載例  
  適合 （中央揃 ） 
  不適合 （中央揃 ） 
  〇％上回      

□①欄  －      － （中央揃 ）  

参考手順 5 参考手順 4 
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◆  様式-4      ◆ 

● 様式-4   外部  公表 行      新技術活用評価会議及 国土交
通省職員 参考資料   使用      

● 様式-4   大  ２  従来技術 申請技術 比較   従来技術 類似技術
 比較  行       

● 従来技術 申請技術 比較     様式-2   様式-3  整合 図    各
項目 記載     

● 従来技術 類似技術 比較    既存 NETIS 情報 確認  該当部分 
   （転記）    決  加筆 修正          申請者 記載   
  各項目  評価欄       
 記載例 （    中央揃 ） 
 大幅 向上 大幅 短縮  ◎  
 向上 短縮  〇  
 同程度  △  
 低下 増加  ×  

●従来技術 設定  申請技術 比較 各項目 行       様式-2   様式-
3  作成  前  様式-4  作成    従来技術 妥当性      申請 
技術 特徴 明確化（論点整理）             
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← 一行 削除  下    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　様式４

技術名　：　〇〇〇工法

新技術 従来技術 既存のＮＥＴＩＳ登録技術 既存のＮＥＴＩＳ登録技術 既存のＮＥＴＩＳ登録技術
〇〇〇工法 ＊＊＊工法 Ｍ建設式◇◆工法 △▲▽機工法 ∞∞システム

工法概要

概略図

経済性

評価

工程・工期

評価

品質・出来型

評価

現場条件

評価

設計条件

評価

安全性

評価

施工性

評価

環境

評価

その他
（自由設定）

評価

その他
（自由設定）

評価
ＮＥＴＩＳ番号

備考

総合評価

比較表

（注）従来技術との比較に加え、既存のＮＥＩＴＳ登録技術との比較も行ってください。また必要に応じて評価項目を追加してください。

この様式に記載された事項は新技術活用評価会議及び国土交通省職員の参考資料として使用されます（外部への公表は行いません）

□工法 概要 記載 
□ 様式-2  記載内容         
□従来技術 分  範囲 記載 

□ 様式-2   経済性  比較 同 金額 記載  
□新技術 欄   金額 後 括弧書   (OO%向上) (OO%低下) 記入  

□ 様式-3   品質 出来形  項目   品質  関連  小項目 ③欄 同様 内容 記載  
□ 様式-3   品質 出来形  項目   出来形  関連  小項目 同様 内容 記載  

□ 様式-3   現場条件  同様 内容 記載  

□ 様式-2  留意事項 設計時  確認   
 様式-3    項目 当      整合 確認 記載  

□ 様式-3   環境  小項目 ③欄 同様 内容 記載  

□新技術 従来技術 工法 概要 分          添付  
□類似技術     NETIS 情報   写真等 添付  

従来技術 評価     ―      

□ 様式-2  工程 比較 同 日数 記載  
□新技術 欄   日数 後 括弧書   (OO%短縮) (OO%増加) 記入  

空欄（登録時 番号 決定   ） 

■評価以外 特筆   事項    備考 記載 

 ―  記載  NETIS 登録番号 XX-1300XX 

従来技術 申請技術  比較 
従来技術 類似技術  比較 

 

既存 NETIS 登録技術     

□ 様式-3   安全性  小項目 ③欄 同様 内容 記載  

□ 様式-3   施工性  小項目 ③欄 同様 内容 記載  

NETIS 情報確認          
修正 加筆        

□類似技術 価格  NETIS 情報 経済性  金額 入力 
□類似技術 価格 従来技術 比較  条件 違 等比較    場合 評価  ―  

□類似技術 工程  NETIS 情報 工程  日数 入力 
□類似技術 工程 従来技術 比較  条件 違 等比較    場合 評価  ―  

NETIS 登録番号 XX-1300XX NETIS 登録番号 XX-1300XX 
■類似技術 NETIS 登録番号 記載  

■各評価項目 評価 判定  以下      
■従来技術 評価         ―   
■申請技術 類似技術 評価  従来技術  比較     

 大幅 向上 大幅 短縮  ◎      向上 短縮   ○  
 同程度  △                       低下 増加   ×  

※何    評価     裏付  必要       
■評価 程度  総合評価 判断 常識 範囲 判断下    

□上記６項目以外 特筆   項目     （   ） 項目立  行    他   記載 

＊特筆  類似技術   場合  空欄 列 削除  A3  印刷          列幅 広  下   
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